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明
治
初
期
の
酒
造
業
は
諸
産
業
の
中
で

大
き
な
比
重
を
占
め
、
那
珂
郡
の
場
合
酒

造
額
で
は
製
茶
産
出
額
の
５
倍
強
、
葉
た

ば
こ
の　

倍
強
、
醤
油
の
７
倍
で
し
た
。

１７

那
珂
市
域
は
台
地
内
に
あ
る
だ
け
に
深
井

戸
や
湧
水
も
豊
富
で
す
。
そ
の
た
め
に
酒

や
醤
油
な
ど
の
醸
造
業
が
古
く
か
ら
起
こ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
稲
作
や
林
業

の
振
興
が
図
ら
れ
、
流
通
の
た
め
の
運
送

業
や
販
売
業
も
多
く
な
っ
て
い
く
わ
け
で

す
。
菅
谷
の
小
宅
家
や
中
里
の
住
谷
家
な

ど
は
酒
販
売
店
の
一
例
で
す
。
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『
常
陸
風
土
記
』
に
は
「
久
慈
の 
味  
酒 
を

う
ま 
ざ
け

飲
む
」
と
あ
り
ま
す
。
酒
出
村
は
当
時
久

慈
郡
に
属
し
て
お
り
そ
の
名
の
通
り
酒
造

り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
酒
造
業
の
初
め
は
、
城
下

町
の
米
穀
商
人
が
主
で
し
た
が
次
第
に
地

方
の
有
力
者
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
享
和

元
年（
１
８
０
１
）で
は
表
に
見
る
よ
う
に

本
米
崎（
２
）・
額
田（
５
）・
菅
谷（
４
）・

後
台（
１
）・
下
江
戸（
１
）・
戸
村（
１
）・

鴻
巣（
２
）・
門
部（
３
）・
瓜
連（
４
）の
各

村
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
数
字
は
軒

数
）。
酒
造
業
者
は
江
戸
時
代
後
半
に
は

か
な
り
増
加
し
ま
し
た
が
、
醸
造
の
未
熟

さ
や
経
営
能
力
の
問
題
な
ど
か
ら
そ
の
多

く
が
姿
を
消
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。「
磯

辺
村
次
郎
兵
衛
よ
り
」
と
か
「
潮
来
村
又

吉
へ
譲
る
」
と
か
あ
る
よ
う
に
「
酒
造
株
」

の
売
買
が
行
わ
れ
た
の
で
し
た
。

　
『
那
珂
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
少
な
く
と
も　

軒
の
酒
造
家

３６

が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治　

年（
１
９
０

３４

１
）に
は
わ
ず
か
５
軒
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
額
田
北
郷
の
寺
門
家（
竜
門
）、
宮
崎

家（
宮
盛
）、
鴻
巣
の
宮
本
家（
菊
盛
）、
額

田
東
郷
の
関
家（
常
陸
灘
）、
菅
谷
の
根
本

家（
焼
酎
醸
造
）が
そ
れ
ら
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
門
部
村
の
庄
司
家
や
小
泉
家
・
古
谷

家
、
瓜
連
の
相
田
家（
相
生
正
宗
）や
大
橋

家（
相
生
大
盛
）も
酒
造
業
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。

◆上：住谷商店（住谷登志男氏提供）

◆下：酒徳利（小宅近昭氏提供）
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展示講演会　「藤田東湖と酒」

　日　時　１１月２８日（日）
　　　　　９：３０～１１：３０
　会　場　中央公民館
　講　師　歴史民俗資料館長　仲田昭一
　　　　　学芸員　　　　　　外山敬一
　参加費　無料
　定　員　６０人
　申込先　歴史民俗資料館　�２９７－００８０

■　講演会のご案内　■

享和元年（1801）水戸領酒造人改書上

（「茨城県史料」社会経済編Ⅳより作成）

備考氏名酒造米高造株高村名
本米崎村清次郎分善左衛門３００石３２０石本米崎

吉左衛門４０石４０石本米崎

久治郎３５石４５石額 田

五郎衛門２５石３０石額 田

久慈郡下土木内村市兵衛より吉六５１石５３石額 田

久慈郡磯部村次郎兵郎より彦三郎１００石１００石額 田

横須賀喜内２７０石２８０石菅 谷

甚衛門３０石４４石菅 谷

善十４５石５０石菅 谷

善衛門３０石３５石菅 谷

庄衛門４５石５０石下江戸

吉郎衛門４０石５０石戸 村

久兵衛１００石１００石鴻 巣

義兵衛２５石２５石鴻 巣

太左衛門４５石５２石門 部

弥一兵衛６０石６２石門 部

茂平治５５石６１石門 部

新右衛門３８０石４１５石瓜 連

嘉一衛門跡左一兵衛１８０石１９３石瓜 連

平衛門３８石４０石瓜 連

磯部村重郎兵衛へ譲る権兵衛３０石４０石額 田

小沢村太郎衛門へ譲る五郎兵衛２７０石２７８石瓜 連

潮来村又吉へ譲る清蔵２５石４０石後 台
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問い合わせ　�２９７－００８０
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徳
川
光
圀
が
編
さ
ん
し
た『
救
民
妙
薬
』

の
中
に
、
水
戸
領
を
離
れ
て
他
藩
へ
行
く

場
合
は
水
あ
た
り
を
防
ぐ
た
め
に
「
タ
ニ

シ
を
醤
油
で 
炒 
り
付
け
、
よ
く
干
し
た
も

い

の
を
所
持
す
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

醤
油
は
元
禄
時
代
に
は
造
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
関
東
各
地
で
盛
ん
に

な
る
の
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
よ
う
で

す
。
特
に
土
浦
地
方
は
、
周
辺
の
村
々
か

ら
品
質
の
よ
い
大
豆
や
小
麦
が
生
産
さ

れ
、
原
料
や
製
品
の
輸
送
に
霞
ヶ
浦
の
舟

運
が
適
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
早
く
か

ら
醤
油
の
醸
造
が
発
達
し
ま
し
た
。
醤
油

造
商
大
黒
屋
の
マ
ー
ク
が
亀
甲
の
内
に
大

を
書
く
「
亀
甲
大
」
が

有
名
で
、
商
標
「
キ
ッ

コ
ー
〇
〇
」
も
こ
れ
に

関
連
し
て
い
る
か
と
想

像
さ
れ
ま
す
。
那
珂
市

域
で
も
西
木
倉
村
山
田

家
や
鴻
巣
村
宮
本
家
、

下
江
戸
村
秋
山
家
、
古

徳
村
の
岩
上
家
な
ど
で

醤
油
の
醸
造
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
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日
立
市
泉
が
森
泉
神
社
の
見
事
な
湧
水

に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
那
珂
市
域
に
も

多
く
の
名
水
が
あ
り
ま
す
。「
酒
出
」の
語

源
で
も
あ
る
酒
の
よ
う
な 
美  
水 
が
出
る
湧

う
ま 
み
ず

水
は
藪
を
脱
け
て
流
れ
出
て
い
ま
す
。
額

田
東
郷
の
永
井
不
動
尊
脇
の
崖
下
か
ら
は

名
水
の
滝
が
、
西
木
倉
の
瀧
龍
不
動
明
王

に
は
新
鮮
豊
富
な
湧
水
池
が
あ
り
ま
す
。

水
戸
市
上
国
井
字
滝
上
の
三
国
瀑
は
徳
川

光
圀
も
そ
の
美
景
を
愛
で
て
い

ま
す
が
、
そ
の
坂
は
軍
民
坂
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
坂
の

途
中
に
名
水
が
流
れ
出
て
い
ま

す
。
下
大
賀
瀧
神
社
に
近
い
滝

沢
、
こ
の
岩
崎
堰
沿
の
名
水
は

流
出
量
も
多
く
魅
力
あ
る
も
の

で
す
。
八
幡
太
郎
義
家
に
関
連

し
た
鹿
島
の
化
粧
坂
の
途
中
に

も
名
水
が
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弁
財
天（
厳
島
神
社
）は
水
を
つ

か
さ
ど
る
イ
ン
ド
の
神
と
さ
れ
て
い
る
だ

け
に
、
ど
こ
で
も
池
を
持
っ
て
い
ま
す
。

東
木
倉
清
水
寺
境
内
の
弁
財
天
池
や
堤
静

神
社
西
方
の
弁
財
天
池
は
大
き
く
豊
か
な

水
量
で
す
。
弘
願
寺
の
弁
財
天
池
や
静
神

社
の
神
泉
池
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
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東
木
倉
出
身
の
根
本
正
代
議
士
が
生
涯

の
指
針
と
し
た
「
義
公
壁
書
」（
光
圀
の
教

え
）
の
中
に
「
慾
と
色
と
酒
と
を
敵
と
知

る
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
光
圀
は

酒
を
こ
よ
な
く
愛
し「
酒
に
飲
ま
れ
る
な
、

酒
の
勢
い
を
以
て
意
見
を
す
る
者
は
勇
気

の
な
い
者
で
あ
る
」
と
教
え
て
い
ま
す
。

義
公
を
崇
敬
し
た
藤
田
東
湖
（
飯
田
中
島

が
先
祖
の
地
）
も
酒
を
好
み
、
墨
田
川
に

ち
な
ん
だ
銘
酒
「
墨
水
春
」
や
上
方
の
銘

酒
「
剣
菱
」
は
そ
の
名
称
に
惹
か
れ
て
愛

用
し
た
よ
う
で
す
。「
酒
を
貪
る
人
は
酒

を
愛
す
る
人
に
非
ず
」、「
酒
は
も
っ
て
気

力
を
養
う
」、「
読
書
は
飲
酒
の
如
し
、
至

味
は
会
意
に
あ
り
」
な
ど
の
名
言
か
ら
、

東
湖
の
酒
飲
み
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま

す
。
一
方
、
東
湖
の
子
健
次
郎
の
世
話
を

受
け
た
根
本
正
は
「
東
木
倉
村
全
体
が
禁

酒
村
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
旨

の
手
紙
を
郷
里
に
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
、
酒
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ

る
も
の
で
す
。

◆藤田東湖（『東湖全集』）

◆上：軍民坂名水

◆右：下大賀滝沢湧水

◆下：堤弁財天池

◆山田醤油レッテル
　（山田正氏提供）


